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MiSMO（ミスモ）とは、
スペイン語で「自分」、「自身」等の意味があります

※本誌掲載の情報は2020年2月18日現在のものです。
※記事内の料金表示に「税込」と「外税（+税）」が混在しております。料金は消費税改正などによって
変更になっている場合がございますので、店舗に確認の上ご利用ください。
※営業時間や定休日、メニューの内容、金額などは変更になる場合がございますので、店舗等
にご確認の上、ご利用ください。別途、入湯税･サービス料等がかかる場合があります。

※年末年始、お盆など臨時休業はお問い合わせください。
※宿泊料金は別途表示のない限り、平日（休前日を除く、月～木・日曜）1泊2食付の1室2名利用
の1名料金です。

※本号で紹介した内容等は、天候やその他事由により変更や中止になる場合があります。主催
者・施設・店舗等にご確認の上、お出掛けください。
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冬
枯
れ
の
山
肌
が
表
情
を
や
わ
ら
げ
る
よ
う
に

針
葉
樹
の
緑
に
混
じ
っ
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
若
葉
が
萌
え
、

ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
オ
ト
メ
ザ
ク
ラ
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
ら
、

山
あ
い
の
郷
に
新
し
い
季
節
が
訪
れ
る
。

遠
い
昔
に
開
か
れ
た
寺
社
の
境
内
も
華
や
い
で
、

鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
こ
だ
ま
す
る
。

3月下旬から5月上旬まで箱根の山々を彩るハコネザクラ。
小ぶりな樹形からマメザクラ、うつむいて咲く様子からオト
メザクラとも呼ばれる（撮影／辻満 芳雄　於 駒ヶ岳中腹）。

5



　

い
つ
訪
ね
て
も
参
拝
者
が
引
き
も
切
ら
な
い

神
社
。
奈
良
時
代
の
天
平
宝
字
元（
７
５
７
）年
、

万
巻
上
人（
日
課
と
し
て
お
経
を
学
び
、
１
万
巻
を

看
閲
し
た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
）が
、
箱
根
大

神
の
御
神
託
を
受
け
、
勅
願
に
よ
っ
て
創
建
し

た
と
伝
わ
る
。
そ
の
後
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、

源
頼
朝
は
箱
根
権
現
を
篤
く
信
仰
し
、
走
湯
権

現
・
伊
豆
権
現（
熱
海
市
・
伊
豆
山
神
社
）、
三

島
明
神（
三
島
市
・
三
嶋
大
社
）と
と
も
に
参
拝

す
る
二
所
詣（
三
所
詣
と
も
）の
風
儀
を
生
む
。

こ
の
こ
と
か
ら
箱
根
神
社
は
、
武
将
た
ち
に
崇

敬
さ
れ
る
お
社
と
し
て
栄
え
て
ゆ
く
。
江
戸
時

代
に
な
る
と
箱
根
湯
治
が
流
行
し
た
よ
う
に
、

庶
民
の
間
で
も
信
仰
が
広
が
り
、
箱
根
道
の
整

備
と
と
も
に
参
詣
が
さ
か
ん
に
な
る
。

　

元
箱
根
の
入
り
口
、
国
道
を
ま
た
ぐ
よ
う
に

立
つ
巨
大
な
第
一
鳥
居
か
ら
参
道
は
始
ま
る
。

第
二
、
第
三
鳥
居
を
経
て
正
参
道
を
進
む
と
手

水
舎
が
あ
り
、
こ
こ
で
心
身
を
清
め
た
ら
第
四

鳥
居
へ
。
そ
こ
か
ら
は
90
段
の
石
段
が
続
き
、

両
側
に
は
樹
齢
６
０
０
年
か
ら
８
０
０
年
と
も

い
わ
れ
る
老
杉
の
並
木
。
ひ
と
き
わ
高
く
聳
え

寒いうちからつぼみをふくらませ、雪に耐えるアセビ（馬酔
木）。花の季節を誘うように早春から咲き始め、3月から5月
にかけてが、本番。白花と薄紅花があり、後者は園芸品種
の「大山」。馬酔木の字が示すように毒性のため、馬が食べ
ると酔っ払ったように足がもつれるという。ツツジ科。

神門の手前の
狛犬。苔むし
た姿が年月を
しのばせる。

第五鳥居の周辺をはじめ境内各所に咲くシャクナゲ。紅白があり、見頃は5月下旬から6月初旬で、早い年は5月初旬にも開花する。ツツジ科。

季
節
ご
と
の
彩
り
麗
し 

に
ぎ
わ
い
の
社

元
箱
根 —
 

箱
根
神
社
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る
の
は
、
樹
齢
１
２
０
０
年
以
上
と
い
う「
矢や

立た
て

の
杉
」だ
。
平
安
時
代
の
征
夷
大
将
軍
、
坂

さ
か
の
う
え上
田た

村む
ら

麻ま

呂ろ

は
、
京
都
か
ら
東
北
へ
向
か
う
途
中
で

箱
根
権
現
に
詣
で
、「
表

お
も
て

矢や

」を
献
じ
て
武
運
を

祈
っ
た
。
そ
の
願
い
が
成
就
し
た
こ
と
か
ら
、

ほ
か
の
武
将
た
ち
も
こ
れ
に
な
ら
う
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　

石
段
を
上
り
き
っ
て
第
五
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、

い
よ
い
よ
本
殿
。
鬱
蒼
と
し
た
樹
林
が
背
後
に

迫
り
、
厳
か
な
空
気
が
あ
た
り
を
包
む
。
堂
々

た
る
杉
林
の
中
に
ち
ら
ほ
ら
、
滑
ら
か
な
木
肌

が
目
を
引
く
の
は
、
神
奈
川
県
指
定
の
天
然
記

念
物
、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ（
姫
沙
羅
）だ
。
本
殿
裏
に
は

そ
の
純
林
が
広
が
り
、
夏
季
に
ツ
バ
キ
よ
り
小

ぶ
り
の
純
白
の
花
を
つ
け
、
落
花
の
こ
ろ
に
は

赤
み
が
か
っ
た
幹
が
さ
ら
に
輝
き
を
増
す
。

　

樹
齢
を
重
ね
た
雲
衝
く
大
樹
は
、
1
2
0
0

年
を
超
え
る
年
月
を
経
た
神
社
に
ふ
さ
わ
し
く

壮
観
だ
が
、
境
内
に
は
目
を
下
ろ
し
た
周
辺
に

も
、
季
節
ご
と
に
忘
れ
ず
姿
を
見
せ
る
草
花
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
春
か
ら
夏
へ
、
シ
ャ
ガ
や
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
な
ど
多
様
な
植
栽
が
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
、
足
元
に
は
指
先
ほ
ど
の
可
憐
な
花
々
。

ハ
ー
ト
の
形
の
葉
を
し
た
ミ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
や
、

な
じ
み
の
ハ
コ
ベ
な
ど
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
参
詣

の
足
ど
り
を
励
ま
し
て
く
れ
る
。

ひと抱えもあるヒメシャラの大
木。6月から8月にかけて白い花
を咲かせ、幹が赤みを帯びてく
る秋、根元に落花して絨毯さな
がらに広がる。ツバキ科。

境内のあちこちに群生するシャガ。清々しい姿が4月から6月にかけて楽しめる。アヤメ科。
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「
東
国
花
の
寺 

百
ヶ
寺
」を
称
す
、
関
東
１
都

６
県
の「
花
の
寺
」1
0
3
カ
寺
の
１
寺
。
３
月

は
カ
タ
ク
リ
、
５
月
は
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
、
６
月
は

イ
ワ
タ
バ
コ
と
、
寒
冷
時
を
除
い
て
花
が
絶
え

な
い
。
寺
の
象
徴
は
、
9
月
中
旬
ご
ろ
が
盛
り

の
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
で
、
同
時
期
に
イ
ワ
シ
ャ

ジ
ン
も
咲
き
始
め
、
紅
葉
ま
で
を
彩
る
。

　

延
文
年
間（
１
３
５
６
〜
1
3
6
1
）に
姥
子
に

創
建
さ
れ
、
老
朽
化
で
明
暦
元（
１
６
５
５
）年
ご

ろ
に
、
機き

山ざ
ん

労ろ
う

逸い
つ

大
和
尚
が
仙
石
原
に
開
山
し

た
寺
で
、
本
堂
は
、
戦
後
に
改
装
し
た
屋
根
や

壁
以
外
は
創
建
当
初
の
も
の
だ
と
か
。
な
る
ほ

ど
、
鐘
楼
堂
や
古
井
戸
な
ど
枯
れ
た
風
情
が
歴

史
を
語
る
。

　
「
五
百
羅
漢
」で
も
よ
く
知
ら
れ
、
数
百
体
に

及
ぶ
と
い
う
像
は
聞
き
し
に
勝
る
も
の
。
昭
和

60（
１
９
８
５
）年
か
ら
建
立
し
始
め
、
い
ま
な
お

造
り
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
ど
れ
一
つ

同
じ
も
の
は
な
く
、
見
て
回
っ
て
い
っ
こ
う
に

飽
き
な
い
。
羅
漢
と
は
釈
迦
の
弟
子
で
、「
阿
羅

漢
」と
い
う
最
高
の
悟
り
に
達
し
た
聖
者
。
こ
れ

を
五
百
人
集
め
た
の
が
、「
五
百
羅
漢
」と
い
う

こ
と
で
、
彩
り
が
な
い
時
季
で
も
観
光
客
の
姿

が
絶
え
な
い
の
は
、
羅
漢
様
の
導
き
か
。

手水舎の先の弁天池に
は、ナマズにまたがっ
た羅漢様が。その横を、
本物の鯉がすまし顔で
泳ぎ過ぎてゆく。

3月から5月にかけて
ショウジョウバカマも
仲間入り。シュロソウ
科（メランチウム科）。

箱根の紅葉といえば長安寺といわれるほど。10月下旬から11月上旬、羅漢様と一緒に紅葉狩りを楽しめる。

東
国
花
の
寺
で
羅
漢
様
と
遊
ぶ

仙
石
原 —
 

長
安
寺
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参
道
の
石
段
を
登
り
詰
め
る
と
、
ひ
っ
そ
り

と
し
た
古
寺
の
姿
。こ
こ
は
、慶
長
９（
１
６
０
４
）

年
ご
ろ
に
木
喰
僧
、
弾た

ん

聖せ
い

上
人
が
6
年
間
修

行
を
し
た
地
。
小
田
原
城
主
の
大
久
保
忠た

だ

隣ち
か

が
、
境
内
地
と
し
て
山
林
を
寄
進
し
た
こ
と
か

ら
開
山
し
た
と
伝
わ
る
。
本
堂
は
天
明
時
代

（
1
7
8
1
〜
1
7
8
9
）に
山
火
事
で
消
失
し

た
後
、
小
田
原
藩
が
久く

野の

村
の
庄
屋
の
家
を
移

築
し
た
も
の
と
い
う
。

　

現
住
職
が
入
山
し
た
の
は
、
50
年
以
上
前
。

雨
漏
り
の
す
る
荒
れ
寺
を
手
入
れ
し
、
親
し
い

人
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
。
参
道
の
先
の
険
し
い
山
道

の
整
備
も
手
作
業
で
着
手
。
十
数
年
た
っ
て
機

械
の
協
力
が
入
り
、
箱
根
湯
本
か
ら
車
で
も
上

が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

丹
誠
込
め
て
育
て
た
ア
ジ
サ
イ
は
見
事
に
根

づ
き
、「
あ
じ
さ
い
寺
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
に
。
境

内
に
点
在
す
る
古
い
石
仏
た
ち
を
慰
め
る
草
花

の
種
類
も
増
え
た
。
ご
住
職
は
い
ま
も
鍬
を
手

に
、
本
堂
の
裏
山
に
あ
る
岩
屋
、
弾
聖
上
人
修

行
の
洞
窟
ま
で
の
参
道
を
開
い
て
い
る
。
喜
寿

を
前
に
、「
人
生
75
歳
か
ら
」と
人
々
を
勇
気
づ

け
な
が
ら
、
ア
ジ
サ
イ
の
散
歩
道
も
考
案
中
だ
。

雪化粧も美しい阿弥陀寺。
厳しい寒さのなかでもよく
見ると、ウメやツバキが芽
吹きの準備を始めている。

境内のそこここに立つ石塔や石仏に、スノードロップ（待雪
草）など可憐な花が寄り添う。

第38代住職、水野賢世氏。浄土宗の
吉水流詠唱（宗教の舞踊と歌）の指導
者でもあり、琵琶のプロ奏者として
も活躍している。演目は、「平家物語」、
「耳なし芳一」、「皇女和宮」（作詞作
曲も）など。

「
あ
じ
さ
い
寺
」の
名
を
も
つ
古
刹

塔
ノ
沢 —

 

阿
育
王
山 

阿
弥
陀
寺

アジサイに埋もれんばかりの供養塔。反
国家権力の立場で活動した「怪物弁護士」、
遠藤誠氏が生前に建てたものという。
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箱
根
は
そ
の
昔
、
険
し
い
箱
根
道
を
行
く
旅

人
の
安
全
を
祈
る
地
蔵
信
仰
が
さ
か
ん
で
、
い

ま
も
当
時
か
ら
の
地
蔵
像
が
各
所
に
残
っ
て
い

る
。
箱
根
湯
本
駅
か
ら
東
海
道
を
歩
い
て
20
分

ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
正
眼
寺
も
、
そ
の
一
つ

だ
。
創
建
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
も
そ
も
は

養
和
元（
１
１
８
１
）年
に
地
蔵
堂
が
建
て
ら
れ

た
の
が
始
ま
り
。
慶
応
４（
１
８
６
８
）年
、
戊

辰
戦
争
で
箱
根
も
戦
場
に
な
っ
た
際
に
消
失
し
、

現
在
の
本
堂
は
明
治
37（
１
９
０
４
）年
ご
ろ
の

別
荘
を
昭
和
７（
１
９
３
２
）年
に
移
築
し
た
も

の
と
い
う
。

　

本
堂
の
裏
山
に
は
、〝
日
本
の
三
大
仇
討
ち
〞

の
一
つ
と
し
て
有
名
な
仇
討
ち
を
成
し
遂
げ
た
、

曽
我
十
郎
・
五
郎
兄
弟
を
祀
る「
曽
我
堂
」が
あ

る
。
建
久
４（
１
１
９
３
）年
に
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
兄
弟
に
ち
な
ん
だ
地
蔵
像
を
安
置
。
周

囲
に
は
四
季
ご
と
に
美
し
い
花
を
つ
け
る
植
栽

が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
そ
の
景
観
は
年
を
経
て
さ
ら

に
見
事
だ
。

正眼寺の裏山にある曽我堂。３～4月は、堂宇を覆わんばかりのシ
ダレザクラ（バラ科）やミツマタ（ジンチョウゲ科）の華やかな時季。
5月にかけて、リキュウバイ（バラ科）が真珠のような蕾を開いて枝
いっぱいに白花をつけ、初夏にはシャクヤク（ボタン科）のたおや
かな姿が境内を舞う。

正眼寺の境内に入ってす
ぐの起雲閣の前には、巨
大な地蔵尊が祀られ、旅
の安全を祈願した往時の
地蔵信仰を物語る。

曽
我
兄
弟
ゆ
か
り
の
名
所

箱
根
湯
本 —

  

正
眼
寺
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箱
根
湯
本
駅
か
ら
歩
い
て
十
数
分
。
東
海
道

か
ら
一
歩
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
早
雲
寺
は
、

こ
ん
も
り
と
し
た
林
を
従
え
、
時
季
に
な
る
と

咲
き
競
う
花
々
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
人
も
多
い

と
い
う
。
戦
国
大
名
、
北
条
早
雲
の
遺
命
に
よ
っ

て
大
永
元（
１
５
２
１
）年
、
二
代
の
氏
綱
が
菩
提

所
と
し
て
創
建
し
た
寺
で
、
創
建
以
来
今
日
ま

で
、
多
く
の
人
々
が
参
詣
し
て
い
る
。

　

天
正
18（
１
５
９
０
）年
に
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原

攻
め
で
消
失
し
、
現
在
の
姿
は
江
戸
時
代
に
再

建
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
茅
葺
入
母
屋
風
の
鐘
楼

に
は
鎌
倉
時
代
末
に
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
が
残
り
、

室
町
時
代
の
連
歌
師
、
飯
尾
宗そ

う

祇ぎ

の
苔
む
し
た

供
養
塔
や
、
開
山
の
以い

天て
ん

宗そ
う

清せ
い

を
祀
っ
た
開
山

堂
、
早
雲
の
四
男
、
文
武
両
道
の
北
条
幻
庵
作

と
伝
わ
る
枯
山
水
の
石
庭
な
ど
、
境
内
の
随
所

で
そ
の
昔
の
趣
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
殿
背
後
の
早
雲
寺
林
は
ス
ダ
ジ
イ
を
主
と

し
た
広
葉
樹
林
で
、
県
の
天
然
記
念
物
。
絶
滅

危
惧
種
、
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
棲
息
地
で
も
あ
り
、

毎
夏
、
そ
の
鳴
き
声
が
温
泉
郷
に
響
き
わ
た
る
。

境
内
の
豊
か
な
植
栽
を
愛
で
な
が
ら
、
大
自
然

の
生
命
力
を
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

徳富蘆花の『自然と人生』に登場する、鐘楼
前のウメの古木。ある年の2月、早雲寺に
詣でたときの記述に、「寺内、人なく、唯
梅花兩三株雪の如く黄昏に立てり。（略）古
りし鐘楼の上に夕月の夢よりも淡きを見
たりき。」とある。紅梅と白梅があり、1月
から咲き始める。バラ科。

ウメと競うのは、マンサク（マンサク科）。名前の理
由は、冬が過ぎて「まず咲く」ことから。また、よく
咲けば豊作と占われたことからともいう縁起のよさ。
卵型の蕾がほころぶと細いリボン状の花弁が開き、
不思議な花姿が印象的（上）。ツバキ（ツバキ科）もこ
の寺の自慢で、「月光」など珍しい種類も。冬から春
と花期が長く、ゆっくり楽しめる（下）。

取材協力／箱根神社、長安寺、阿弥陀寺、正眼寺、早雲寺
写真協力／辻満芳雄 
※掲載の開花期は年によって異なります。自然災害や動物の影響、建物などの経年変化に伴い植栽の状況は、変わることがあります。

蘆
花
の
梅
か
ら
季
節
が
始
ま
る

箱
根
湯
本 —

  

早
雲
寺

1111







profi le
1954年小田原生まれ。1976年日本大
学農獣医学部（現・生物資源学部）食品工
学科卒。1994年に39歳で五代目に就
任。自宅での気分転換は分冊百科。既に
SF映画の模型2体が完成している。

丸う田代總本店
五代目 代表取締役

田代 勇
い さ

生
お

さん 

きらめきの

達 人
v o l . 29

１
５
０
年
の
歴
史
に
新
た
な
発
想
を
重
ね

自
店
と
小
田
原
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
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丸う田代總本店

蕁0465-22-9221
神奈川県小田原市浜町3-16-3
賚9時～18時30分
JR・小田急線小田原駅から徒歩20分
https://www.maruu.com

in
te

rvie
w

　

現
在
地
で
1
5
0
年
前
に
鮮
魚
商
と
し

て
創
業
。
初
代
が
か
ま
ぼ
こ
作
り
を
始
め

て
１
４
０
余
年
を
数
え
る「
丸
う
田
代
」に

は
、
代
々
の
当
主
が
創
意
工
夫
を
重
ね
、

新
し
い
味
創
り
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
歴

史
が
あ
る
。

　

初
代
は
純
白
で
歯
ご
た
え
の
あ
る
上
質

な
か
ま
ぼ
こ
を
、
二
代
は
二
色
玉
子
に
ヒ

ン
ト
を
得
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー「
君
ま
き
」

を
、
三
代
は
料
亭
の
技
術
を
取
り
入
れ
た

「
伊
達
巻
」を
、
四
代
は
、「
か
に
角か
く

板い
た
」を
考

案
し
、
宮
家
に
毎
年
献
上
す
る
に
至
っ
た
。

　

田
代
勇
生
さ
ん
が
、
父
・
勇
輔
さ
ん
の

還
暦
を
機
に
五
代
目
に
就
任
し
た
の
は
、

26
年
前
。「
当
時
は
売
り
上
げ
も
絶
好
調
。

し
ば
ら
く
は
何
も
し
な
か
っ
た
」と
い
う

が
、
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に「
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
危
機
的
状
況
」に
直
面
。

そ
こ
か
ら
本
腰
を
入
れ
、
店
の
建
て
直
し

に
着
手
。
製
品
開
発
と
並
行
し
販
売
に
も

注
力
し
、
直
営
５
店
の
出
店
目
標
を
。
現

在
で
は
本
店
の
ほ
か
に
小
田
原
駅
前
と
元

箱
根
に
店
を
構
え
る
ま
で
に
、
業
容
を
拡

大
し
た
。

　
「
小
田
原
が
元
気
に
な
れ
ば
店
も
よ
く

な
る
」と
、
地
場
産
振
興
や
町
お
こ
し
な

ど
小
田
原
を
元
気
に
す
る
活
動
に
も
尽

力
。
今
や
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

〝
小
田
原
お
で
ん
〞も
そ
の
一
つ
。
小
田
原

お
で
ん
を
考
案
し
、
会
の
初
代
会
長
を
10

年
務
め
、
創
業
１
５
０
周
年
記
念
企
画
と

し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
で
ん
種
７
種
を
詰
め

合
わ
せ
た「
五
代 

勇
生
」を
商
品
化
し
た
。

　
「
自
宅
は
本
店
の
上
階
、
特
に
休
み
は

作
ら
な
い
」と
い
う
日
々
の
中
で
大
切
に

し
て
い
る
の
は
、
５
年
前
か
ら
た
し
な
む

茶
道
の
時
間
。
無
心
に
な
る
こ
と
が
休
息

に
も
な
り
、
新
た
な
気
概
も
生
ま
れ
て
く

る
の
だ
ろ
う
。
原
料
の
高
騰
な
ど
、
行
く

手
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
苦
境
を
乗
り
越
え
て
き
た
田
代

さ
ん
の
発
想
力
と
奮
闘
、
築
き
上
げ
て
き

た
信
用
と
信
頼
を
ベ
ー
ス
に
、
こ
の
先
も

活
路
を
見
い
だ
す
に
違
い
な
い
。

老舗の風格が漂う店構え。
夏休みや連休には「焼きちく
わ手づくり体験」のイベント
も（上）。三代・政吉が増設し
た作業場（昭和28年撮影）が
現在の店舗に（下）。

「五代 勇生」の小田原おでん。「金目鯛
の揚げ揚げ包み」など職人手作りの7種
のおでん種を味わえる。※年末のみの
限定商品

人気の看板商品「上小板」。どこよりも魚の味が濃いのが自慢。

創業150周年記念限定品「糸引蒲鉾」。熟練の技が光る繊
細さと美しさをご堪能あれ。

MAP P53 ⑥
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古くからの温泉地、別荘地である強羅の魅力を、現代風“田舎
家づくり”で楽しませてくれる宿。エントランスロビーの床の土
間風仕上げや、古材を使った梁、囲炉裏をイメージさせるレセ
プションなど、昔懐かしさがアートのようにデザインされて新
鮮な感覚を味わうことができる。また、エレベーターホールの
岩を積んだ壁は、強羅の名の由来になった「ゴロゴロ転がる石」
を表現するなど、強羅らしい演出も興味深いもの。98室（うち4
室はプレミアスイート）全室、ミネラル成分をたっぷり含む温泉
水の和式風呂を完備し、早川を望む部屋では、プライベートな
露天風呂でぜいたくなバスタイムを満喫することができる。エ
クササイズ機器がそろう24時間オープンのフィットネスセン
ターがあるのも、魅力の一つ。強羅での滞在が、さらに優雅な
ものになる。

強羅

箱根強羅の魅力を
懐かしさと新感覚の融合で

ホテルインディゴ箱根強羅

水着で楽しむ男女共用の大浴場には、箱根の四季を表現したデジタルアートが。

レセプションは田舎家の囲炉裏端のよう。
温かい雰囲気にホッとさせられる。
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おすすめプラン

1泊2食付きプラン
2名1室利用 55,000円～

MAP P50 ③
☎0460-83-8310
神奈川県足柄下郡箱根町木賀924-1
箱根登山鉄道強羅駅から徒歩15分
https://hakonegora.hotelindigo.com

客室のヘッドボードは、組み木細工がほどこされた窓から歌川広重の『箱根湖水図』を望むといった趣向。

「火」がテーマのオールデイダ
イニングレストランでは、箱
根の素材を生かした料理が味
わえる（左）。眼下には早川渓
谷を望むロケーション（右）。
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小涌谷

桜色に彩られた
自然と和の絶景宿

箱根小涌園 天悠 

「箱根小涌園 天悠」は、箱根の豊かな自然の中で、特
別な滞在を満喫できる宿。一歩足を踏み入れれば、
雅な非日常空間が広がり、なかでも、山々や谷、空
と一体になれる大浴場の絶景露天風呂は格別だ。す
べての客室に温泉露天風呂が設けられ、外輪山側の
客室からは、大文字焼で知られる明星ヶ岳などの眺
めが楽しめる。また、6室だけの特別客室「箱根遊山」
は箱根の自然と文化をテーマにデザイン。絶景の湯
浴み、くつろぎ、美味…、五感が満たされる、至福
のおもてなしがここにある。

特別客室「箱根遊山」（上左）。渓谷の眺望がすばらしいロビー（上右）。季節の
地場食材がふんだんに盛り込まれた和洋融合の美しい創作料理（下）。

箱根の大自然に抱かれて湯浴みを。客室はす
べて露天風呂付き。MAP P50 ③

☎0465-20-0260（受付9時～19時）
神奈川県足柄下郡箱根町二ノ平1297
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス20分
https://www.ten-yu.com/

おすすめプラン
 ［WEB限定］
天悠ステイ 30,800円～
 ［国登録有形文化財建造物で味わう］
松坂牛鉄板焼ディナー付ステイ 36,850円～
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宮ノ下

「月」タイプ客室には、オープンテラスと石
造りの半露天風呂の設え。

希少ブランド相州牛のグ
リルも堪能できる（左）。
眼前に広がる景色との一
体感が楽しめる大浴場「月
代」（右上）。併設のスパで 
極上のトリートメントを
（右下）。

おすすめプラン

1泊2食付 29,000円～

箱根連山が織りなす絶景に
緩やかな時が流れる別世界

箱根吟遊

箱根連山の懐に抱かれるように佇む名宿。最上階の
エントランス・ロビーはもちろん、すべての客室や湯
処からも趣異なる雄大な景色を望むことができる。2
つの湯処は、晴れた日には朝日、夜は夜空に包まれ、
湯船に身を委ねると天空に浮かんでいるような錯覚
に。それぞれの客室にも専用露天風呂が設けられ、
気兼ねなく癒しのひとときを過ごせる。館内は、バ
リ風のインテリアに和の心が行き届いた非日常的な
空間。食事は寝室とは別のダイニングルームで、厳
選素材を取り入れた懐石料理を堪能したい。

MAP P50 ③
☎0460-82-3355
神奈川県足柄下郡箱根町宮ノ下100-1
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス15分
http://www.hakoneginyu.co.jp 



15世紀から20世紀にかけてのヴェネチアン・グラスのコ
レクションを展示している美術館。エントランスに足を
踏み入れると、箱根の大自然を背景にキラキラと輝くク
リスタルガラスの庭園が。4月にはクリスタルガラスの桜
が、5月からは200種300株のバラが、6月からはクリス
タルガラスのあじさいと、約70種4,500株のあじさいが
咲き誇る。豪華絢

けん

爛
らん

な庭園と繊細優美なヴェネチアン・グ
ラスの名品の数々を心ゆくまで楽しんでほしい。

バラとクリスタルの花々が
競演する美と夢の美術館

2000年以上に渡って世界中を魅
了する繊細なトンボ玉。多彩な模
様の古代トンボ玉と、5～12世紀
頃に制作されたトンボ玉と類似す
る模様の古代織物（コプト織）、20
世紀初頭のガラスビーズのあしら
われたドレス、バッグなどを比較
展示。現代作家のビーズ作品も。
4／25㈯からの特別企画。

草花文ビーズのネックレス 19世紀
オーガスト・パニーニ・コレクション

古代トンボ玉とヴェネチアンビーズ展
～その輝きのルーツをたどる～

色とりどりのバラが華やかな香りを漂わせる、ここでしか見られない珍しい品種も（左上）。併
設のレストランでは、カンツォーネの生演奏（毎日6回開催）を聴きながら、食事が楽しめる（左
下）。フルーツティーとシフォンケーキで優雅なティータイムを（右）。

大涌谷を眺望する庭園では、そよ風にゆれるクリスタルガラスが美しい輝きを放つ。

箱根ガラスの森美術館

0460-86-3111
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原940-48　開館時間/10
時～17時30分（最終入館17時） 贊毎年成人の日の翌日
から11日間　箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス25分　
http://www.hakone-garasunomori.jp

入館料／
大人 1,500円
大学生・高校生 1,100円
中学生・小学生 600円

仙石原
MAP P51 ④

Museum
ミュージアム

アートとの対話で豊かなひとときを
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色絵酒宴図大平鉢　
伊万里古九谷様式　
江戸時代

四季折々の景観の中、昭和27年に開
館した美術館。約130種類の苔で彩
られた「苔庭」や、茶室「真和亭」などを
擁した庭園は文化財にも登録されてい
る。日本中世の六古窯（常滑、瀬戸、
信楽、丹波、備前、越前）を中心に、
縄文時代から江戸時代の陶磁器の展示
も。6/30㈫まで本誌持参で入館料が
大人100円、大・高校生50円引きに。

新
緑
の
庭
園
と
陶
器
で

心
穏
や
か
な
時
間
を

箱根美術館

0460-82-2623
神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300 開館時間／9時
30分～16時30分（最終入館は30分前） 贊木曜（祝
日の場合は開館）  箱根登山ケーブルカー公園上駅
から徒歩1分   http://www.moaart.or.jp/hakone/

入館料／
大人 900円
65歳以上 700円
大学生・高校生 400円
中学生以下 無料

強羅
MAP P50 ③

1年で一番美しいバラの季節。
園内はどこを撮ってもフォト
ジェニックだ。

童話『星の王子さま』をテーマにした世
界で唯一のミュージアム。展示ホール
では、作者サン=テグジュペリの波乱
万丈な生涯をたどることで、名作誕生
の経緯を知ることができる。5/30㈯
～7/5㈰は、「ローズフェア2020」を
開催。20世紀初頭のフランス風の街
並みを背景に、赤を基調としたローズ
ガーデンが楽しめる。

5
／
30
㈯
〜
7
／
5
㈰

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ア
2
0
2
0

星の王子さまミュージアム
箱根サン=テグジュペリ

0460-86-3700
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原909　開園時
間／9時～18時（最終入園17時） 贊第2水曜（3
月・8月は無休）   箱根登山鉄道箱根湯本駅から
バス30分  https://www.tbs.co.jp/l-prince/

入園料／
大人 1,600円
小・中学生 700円
高校生・大学生・専門学校生（要学生証）・
シニア（65歳以上） 1,100円

仙石原
MAP P51 ④

木のぬくもりを感じながらゆっ
くりとくつろぐことができる
「丸太広場 キトキ」（上）。

日本初の野外美術館である彫刻の森美
術館。この春、広大な屋外展示場の一
角にあるカフェ2階に、来館者が室内
でゆっくり過ごせる休憩スペース「丸
太広場 キトキ」がオープン。昨夏にリ
ニューアルしたピカソ館や体験型
アート作品、カフェなどが充実する同
館。新しくできた彫刻の森美術館らし
い空間でほっと一休みも楽しい。

箱
根
の
木
を
使
っ
た

休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
誕
生

ニノ平
MAP P50 ③彫刻の森美術館

入館料／
大人 1,600円
大学生・高校生 1,200円
中学生・小学生 800円

0460-82-1161
神奈川県足柄下郡箱根町ニノ平1121
開館時間：9時～17時（最終入館16時30分）
贊無休  箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス20
分   https://www.hakone-oam.or.jp

数々のデータや写真、映像に、
感動と興奮がよみがえる。

箱根駅伝の往路ゴール･復路スタート
の地に立つミュージアム。1920年か
ら続く駅伝を記録した貴重な写真、歴
代優勝校や記録、往年の名選手が愛用
した品々、感動のエピソードなど各
テーマに分けて展示。オリジナルグッ
ズやオフィシャルグッズを販売する
ショップもある。2020年6月末まで、
本誌持参で入館料50円引きに。

箱
根
駅
伝
の

名
場
面
が
よ
み
が
え
る

箱根町
MAP P52 ⑤箱根駅伝ミュージアム

入館料／
大人 550円
中学生･小学生 350円

0460-83-7511
神奈川県足柄下郡箱根町箱根167
開館時間／平日10時～16時30分、土・日・祝
9時30分～17時 贊無休 
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス35分
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天山湯治郷

MAP
P51 ②

箱根湯本

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋208 賚9時
～23時（最終22時） 贊無休　「すくも」贊11時
30分～17時（L.0.16時30分） 贊木曜、第2・4金
曜　箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス10分 

0460-86-4126

自然に囲まれた温泉で元気に！
源泉100％の良質な湯を、奥湯本の自然とともに満喫できる日帰
り温泉。約8,000坪の谷間で、5月は生き生きとした木々の芽吹き、
6月は幻想的なホタルを眺めながら湯浴みが楽しめる。敷地内にあ
る「すくも」では、自家製粉のそば粉とやわらかな温泉水を使った香
り高い手打ちそばを味わうことも。極上の湯で身も心も温めたい。

源泉7本を有した源泉かけ流しで元気倍増！
（上）。のど越し豊かなそば（下）。

入館料／
大人 1,300円
子ども（1歳～小学生） 650円
メニュー／
ざるそば 780円

湯本1号泉を含む3本の源泉から引かれているのは、pH8.7のア
ルカリ泉。古い角質を落とす「美肌の湯」は、湯疲れしにくいと評
判の温泉だ。半露天ひのき風呂付きのお部屋は全室が渓流側にあ
る。須雲川のせせらぎと湯坂山の自然に包まれた客室温泉や専用
テラスがうれしい。彩りもきれいな和食会席膳は、旬の食材を「走
り」から「名残」まで一品一品丁寧に味付けされ、目と舌で楽しま
せてくれる。癒しの空間でくつろぎの旅を。

西館温泉半露天ひのき風呂付和洋室（左）。
旬の食材が楽しめる和食会席（右上）。和
洋室の温泉半露天ひのき風呂（右下）。

「美肌の湯」と旬の会席膳で温泉ステイを堪能

宿泊料金／
西館半露天風呂付客室（1泊2食） 22,000円～
東館和室（1泊2食） 15,000円～
※2名1室利用時の1名料金
貸切露天風呂（1時間/当日申込制） 3,000円＋税

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋139-5
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩12分
https://www.pax-yoshino.com/

箱根パークス吉野
0460-85-8111

MAP
P51 ②箱根湯本

セレクション

名湯、体験、多彩な楽しみ
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箱根強羅公園

MAP
P50 ③

強羅

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300  開園時間／
9時～17時 ※季節により変動あり 贊無休　箱根
登山鉄道箱根湯本駅からバス30分＋徒歩5分　
https://www.hakone-tozan.co.jp/gorapark/

0460-82-2825

ポップにポタリーペインティング
園内にある箱根クラフトハウスでは、さまざまな体験教室を開催。
「ポタリエ」はマグカップやプレートなど好みの素焼き生地を選び、
約70種の多彩な絵の具で絵が描ける陶芸絵付け体験だ。スタンプ
や歯ブラシなどユニークな道具や技法を駆使し、個性的な仕上がり
に。今までにないカラフルでアートな新しい体験ができる。

家族やカップルで楽しく体験（上）。世界に
一つ、自分だけの作品を作ろう（下）。

入園料／
大人 550円
子ども（小学生以下） 無料
※箱根フリーパス利用で入園無料

ホテル花月園

MAP
P52 ⑤

仙石原

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1244-2
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス40分
http://hotel.kagetsuen.net/

0460-84-8621

箱根の山々を眺め、癒しのひとときを
標高800mに位置する温泉ホテル。大きな窓から箱根連山が見渡せ
る大浴場や、4つの無料貸切個室風呂が利用できる。泉質は肌にやさ
しい自家源泉の単純泉。リニューアルした和洋室で、富士山を眺め
ながら家族や仲間で気兼ねなく過ごしたい。夕食は落ち着いた和風
の食事処で和洋折衷の会席膳、朝食は和洋のバイキングが楽しめる。

2月にリニューアルされた和洋室は景色も格
別（上）。個室風呂は24時間利用可能（下）。

1泊2食付 11,000円＋税～
日帰り入浴 大人1,500円　
 子ども1,000円　

箱根の市

MAP
P50 ②

箱根湯本

神奈川県足柄下郡箱根町湯本707（箱根湯
本駅構内） 賚9時～20時 贊無休
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩1分

0460-85-7428

20時まで営業の駅構内土産店
温泉まんじゅうや寄木細工などの箱根の名産品から人気ホテルの限
定商品、お弁当や飲み物まで充実の品揃え。箱根湯本駅改札の目の
前で20時まで開いているので、旅行も買い物もぎりぎりまで楽し
める。おすすめは、香り、渋み、旨みのバランスに優れた箱根山麓育
ちの茶葉使用「箱根山麓紅茶ロイヤルミルクティーラングドシャ」。

可愛いらしいパッケージで、女性への箱根
土産にもピッタリ（上）。

メニュー／
箱根山麓紅茶ロイヤルミルクティー
ラングドシャ 9枚入　820円
 16枚入 1,380円

ままね湯 ますとみ旅館

MAP
P50 ②

箱根湯本

神奈川県足柄下郡箱根町湯本656
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩5分
http://www.mamaneyu.jp/

0460-85-5775

「美肌の湯」「医食同源」の宿
大正4年に創業し、以来、時代を経ても“心身ともに健やかで”ある
ことを願うもてなしの心が受け継がれている。自慢は、医師も推奨
するアルカリ性単純温泉の自家源泉“ままね湯”と、医食同源に基づ
く体にやさしい創作料理。大人の隠れ家的な雰囲気が漂う癒しの空
間として訪れる人を迎えている。

居心地のよい客室（上）。相模湾などから届
く魚介と契約農家の野菜を使った料理（下）。

1泊2食付（2名1室利用時の1名）
 14,500円＋税～
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牛なべ 右近
箱根湯本

肉質が素晴らしい極上の但馬牛を使った牛なべ。

30

箱根湯本を訪れる人々の
楽しみの一つは、
温泉郷を流れる
須雲川沿いのそぞろ歩き。
旅人の舌を満たし、
心を癒す名店をご案内。

箱根唯一の川床で

極上「牛なべ」を愉しむ



須雲川沿いの川床で
極上但馬牛の「牛なべ」を
2019年12月、箱根湯本温泉郷、滝通りに沿って流
れる須雲川の川辺に、川床を有した「牛なべ 右近」
が誕生した。「右近」という名は、天下統一を志す
豊臣秀吉と小田原北条氏の戦いの際、キリシタン
大名として名高い武将・高山右近が、蒲生氏郷と
細川忠興に牛なべをふるまったことから付けられ
た。ここで供されるのは、数あるブランド牛の素
牛となった但馬牛の一頭買いによる牛なべ。牛肉
とネギを割り下で煮込んだ濃厚な味わいに、自社
農園の自然薯を加えることで格別な料理に仕上げ
る。自慢の牛肉は、牛なべのほかにも、腕利きの
職人がさまざまな創作料理として楽しませてくれ
る。箱根唯一の川床は、四季が体感できる特別な
空間。8～10名での貸し切り個室も。都会の喧騒
から離れ、川のせせらぎを聴きながら、しばし時
間を忘れて過ごしたい。

ランチ限定　牛なべ膳 4,800円+税・サービス料（10％）
平日特別ランチ限定　牛なべ膳 3,800円+税・サービス料（10％）
牛時雨煮、牛すじの玉子蒸し、牛なべ（但馬牛切り落とし、鍋野菜）、
ご飯、香の物、味噌汁
特撰コース 6,800円+税・サービス料（10％）
右近コース 9,800円+税・サービス料（10％）

おすすめメニュー

落ち着いた雰囲気の店内。

須雲川の川面を眺めながら食事が楽しめる席も（席料1,000円＋税）。

趣向を凝らしたおもてなしスタイル。

箱根路をたどる旅人を癒し、活力を提供する食事処と
して注目されている。
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牛なべ 右近　0460-83-9299
住 神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋185　
営 11時～15時（L.O.14時）、17時30分～21時（L.O.20時）  
休 不定休  P 5台（数に限りあり。要問い合わせ）  
交 箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩20分
https://www.hakone-ukon.jp/



おいしい春のごちそう尽くし

箱根＆小田原グルメ

箱根湯本／MAP P50 ②

箱根湯本駅から徒歩3分。箱根の旅の疲れは、身も心もほっこりす
る名物・湯葉丼で癒したい。箱根山の名水と良質な豆乳で作られた
汲み上げ湯葉を、卵でふんわりとじた一品は、特製かつおだしが香
る。木のぬくもりを感じる店内は居心地がよく、豆乳スイーツも充
実しているので、カフェとしてゆっくり過ごすのもおすすめだ。

ほっこりいただく名物・湯葉丼

湯葉丼は一人前ず
つ土鍋で提供され
る（左）。窓からは
早川のせせらぎが
（右）。

メニュー／
湯葉丼 1,100円
湯葉丼ご膳 2,300円
湯葉ぜんざい 780円

神奈川県足柄下郡箱根町湯本696 賚11時
～18時（L.O.） 贊火曜（祝日の場合は営業）
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分

0460-85-5148
「湯葉丼」 直吉

自慢のリバーサイ
ドビーフバーガー
（下）。セミビュッ
フ ェ の 前 菜（ 上
左）。箱根の食材
を生かした料理を
オールデイダイニ
ングで（上右）。

箱根の伝統文化と世界的ブランド「ホテルイ
ンディゴ」が融合し、1/24にオープン。古きよ
きものと新しさを組み込んだ空間は隠れ家の
よう。料理にもこだわり、「火」がテーマの 
オールデイダイニングでは、シェフが薪の 
オープングリルで炎を自在に扱い、腕をふる
う姿が見られる。豊かな水から生まれた地酒
やクラフトビールと共に楽しみたい。本誌持
参で、オリジナルビール無料サービスとレス
トランでの飲食代が10％オフに（6月末まで）。

五感を刺激するホテルで
美食のひとときを

0460-83-8680

強羅／MAP P50 ③

ホテルインディゴ
箱根強羅

ランチメニュー／セミビュッフェ
3コース 4,980円
4コース 5,980円
ディナーメニュー
アラカルト 1,500円～

神奈川県足柄下郡箱根町木賀924-1
賚7時30分～22時、ランチ11時30
分～14時30分（L.O14時）ディナー
17時30分～22時（L.O21時30分）
箱根登山鉄道強羅駅から徒歩15分
https://hakonegora.hotelindigo.com



昼も夜も多くの観光客でにぎわう、湯本駅前通りにある定食屋「喜之助」。干
物は注文を受けてから高級備長炭で焼くので、旨みが凝縮され格別な味わい
が楽しめる。輝くような白米や相模湾でとれる豊富な魚介、野菜、箱根の豆
腐など、地場の食材を使った美味が並び、多くのファンが集う。箱根湯本の
街を照らすディナータイムは22時まで。香ばしい干物の香りに誘われて、旅
の終わりにぜひ寄ってみたい。

炭火で焼いた香ばしい干物と旨みが凝縮された相模の味

神奈川県足柄下郡箱根町湯本703-19 
賚11時30分～14時（L.O.）/17時30分～21時
30分（L.O.） 贊月曜　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩2分

0460-83-8838

箱根湯本／MAP P50 ②喜之助

メニュー／
鯛の胡麻茶漬け 980円＋税
喜之助定食 1,500円＋税
“美味鳥”照り焼き定食 1,450円＋税
極上キンキ定食 3,000円＋税

はじける脂と秘伝のタレで焼いた照りが食欲をそそる、さばみりん。

真鶴と小田原から直送された新鮮なお刺身
（上）。和食一筋の料理長。カウンター席では
箱根出身スタッフとの会話も楽しみ（左）。

旬の干物3点が楽しめる喜之助定食1,500円＋税。
自慢の味を存分に。

箱根湯本駅から徒歩1分の土産物店「まるきや」では、喜之助で
使用している干物を購入することができる。旅の店で味わった
美味を、思い出に浸りながら自宅でも楽しもう。営業は8時30
分～18時。

「喜之助」の干物をお土産に！
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天重の具にからん
だタレも存分に味
わいたい（上）。国の
有形文化財指定の
歴史ある唐破風入
母屋造り（下左）。

網元だった創業初代から引き継がれた日本料
理店。相模湾の朝どれ魚介や山の幸など、新
鮮食材を使った四季折々の日本料理が楽しめ
る。寿司、刺身、地魚の煮付けなどの一品料
理から、あれこれ楽しめる定食など種類も豊
富。なかでも特に味わいたいのが天重だ。特
注のごま油で芳醇な香りに揚がった海老は、
器からはみ出るほどの大きさ。1階は気軽に入
れる食堂、2階は少人数から100名まで対応
できる座敷で、慶弔の集まりにも利用したい。

入母屋造りの伝統建築で
新鮮な地魚料理に舌鼓

0465-22-4128

小田原／MAP P53 ⑥

国指定登録有形文化財 のれんと味

だるま料理店

メニュー／
すし 1,200円+税～
天丼（お椀・香の物付き） 1,700円+税～
おさしみ・天ぷら定食 1,800円+税～

神奈川県小田原市本町2-1-30 
賚11時～20時（L.O.） 贊無休 Ⓟあり 
JR・小田急線小田原駅から徒歩8分
http://www.darumanet.com/

箱根湯本／MAP P50 ②

自慢は、この道一筋の店長が毎朝仕入れる極上のホルモン。多種 
多様な部位を、それぞれに合った味付けで楽しめる。新鮮なホルモ
ン焼きは、豊かな食感と旨みが特徴。低カロリー・コラーゲン豊富で、
女性にも人気が高い。タレやドレッシング、キムチはすべて自家製。
1,150円＋税～のランチもあり、昼から深夜まで立ち寄れる1軒だ。

食欲そそる絶品ホルモン焼肉

炭火で楽しむ本格
焼肉ランチ（左）。
テラス席はペット
可。散歩がてらに
ぜひ（右）。

メニュー／
ホルモン各種 480円+税～
和牛カルビ 780円+税　
もつ鍋 1人前1,280円+税　
湯本系タンタンメン 950円+税　

神奈川県足柄下郡箱根町湯本724-5 
賚12時～25時（L.O.24時30分） 贊木曜　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分
http://sanzokugayu.com

0460-85-5337
山賊ホルモン

強羅／MAP P50 ③

会員制ホテルのサンダンス・リゾート内にある同店は、一般客の利
用も可能だ。温かいごはんの上に数種の地魚とミョウガやネギなど
をのせる「まご茶めし」は、まずは特製胡麻醤油をかけていただきた
い。だしをかけてお茶漬けにすれば、1杯で2度の味わいが楽しめる。
訪問する場合は、一度電話で確認を。

ホテルで大人の休日ランチを

「まご茶めし」はラ
ンチでもディナー
でもオーダー可
（左）。落ち着いた
和モダンの店内
（右）。

メニュー／
箱根まご茶めし 1,780円
やわらかい国産ステーキ丼 1,980円
箱根そば 1,280円

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300-13 サンダンス・
リゾート箱根強羅2F 賚11時30分～13時30分（L.O.） 
/18時～19時30分（L.O.） 贊火曜（ランチのみ） 箱根
登山鉄道箱根湯本駅からバス30分 http://www.
sundance-resortclub.jp/resort/hakonegoura/

0460-86-0450和食 そば 酒処

ゆさか庵

箱根 & 小田原グルメ
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「いさき蒲鉾」1,296円。「だて
巻（小）」918円（左）。食べ歩
きにぴったりなフィッコロ（右
上）。創業当時の店舗（右下）。

一つひとつ職人が手作りで仕上げたかまぼこは、150年もの間、貫かれて
きた伝統製法によるもの。高級白身魚のシログチが使われ、甘みを感じる旨
みや弾力のある歯ごたえが好評だ。この味が、芦ノ湖・元箱根港近く同店の
直営店でもいただける。揚げたてのさつま揚げなど食べ歩きにうれしいメニ
ューもそろっているので、芦ノ湖を眺めながら味わいたい。手作りかまぼこ
や地元食材を生かした小田原おでんセットなど、お土産や自宅用としても。

暖簾を守って150年、
変わらぬ技法と上質な味

神奈川県小田原市浜町3-6-13
賚9時～18時30分 贊無休 Ⓟあり
JR・小田急線小田原駅から徒歩20分
https://www.maruu.com

0465-22-9221

小田原／MAP P53 ⑥

丸う田代總本店

メニュー／
蒲鉾上小板 1,036円
いか塩辛（小） 1,080円
だて巻（小） 918円
フィッコロ（5個入） 350円

小田原／MAP P53 ⑥

小田原早川漁港の魚屋直営、朝どれ魚介が自慢の海鮮丼専門店。丼
だけでも20種類以上。｢鮮魚の達人｣プロデュースの海鮮丼、漁港
直送の地魚をたっぷりのせた3種盛り、「三代目こぼれゲタ寿司」な
ど、魚好きを満足させるメニューが並ぶ。本誌持参で魚料理に合う
あおさのみそ汁（250円＋税）がサービスに。

粋な海鮮丼をぜいたくに味わえる

ボリュームがあり、
とれたてのおいしさ
に満足（左）。漁港の
活気が感じられる
店内の大漁旗（右）。

メニュー／
本日の地魚3種盛り丼
 1,590円+税～
地魚トロたく丼 880円+税　
天ぷら地魚刺身定食 2,100円+税　

神奈川県小田原市栄町1-14-55
賚平日11時～17時、土・日・祝11時～20時
贊無休
JR・小田急線小田原駅から徒歩3分
http://kaisen-don.com/

0465-24-2237
海鮮丼屋 小田原 海舟

仙石原／MAP P51 ④

箱根観光の見所が点在する仙石原にある焼肉レストラン。富士山の
溶岩石で香ばしくジュージーに焼き上げた極上黒毛和牛が、リーズ
ナブルに楽しめる。遠赤外線で旨みが凝縮された肉には、秘伝のタ
レを絡ませて。地元産の箱根西麓三島野菜などが入った「焼き野菜
の盛り合わせ」や「カルビラーメン」もおすすめ。

富士山の溶岩石で焼肉を楽しむ

サシが入った黒毛
和牛など、厳選し
た肉やこだわり料
理が並ぶ（左）。無
料送迎も行う（右）。

メニュー／
ホルモン各種 680円＋税～
黒毛和牛カルビ・ロース 
 各980円＋税　
 

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原74-1 
賚17時30分～22時（L.O.21時30分） 
贊水曜 
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス25分

0460-84-5529
韓国料理・焼肉 景

キョン

福
ボッ

宮
クン



小田原／MAP P53 ⑥

小田原漁港内にあり、相模湾でとれる鮮度抜群の魚介類をリーズナ
ブルかつ気軽に楽しめると評判。厚切りで食べ応えのあるおさしみ
定食、数量限定の海鮮丼、港の朝定食や昼定食など、どれもボリュー
ム満点。アジのたたきや金目鯛の煮付け、旬の地魚が楽しめる本日
のおすすめ品も人気がある。ランチタイムは混むが、予約も可能。

漁港内で楽しむ鮮度抜群の魚介

刺身が豪快に盛ら
れた海鮮丼。小田
原漁港に水揚げさ
れた鮮魚が、その
場で調理される。

メニュー／
おさしみ定食 1,300円
海鮮丼（限定20食） 1,750円

神奈川県小田原市早川1-10-1 小田原魚市
場2F 賚10時～15時 贊水曜（魚市場休日に
準ずる） 猾あり
JR早川駅から徒歩6分

0465-23-3818
魚市場食堂

箱根湯本／MAP P50 ②

神奈川県足柄下郡箱根町湯本729 
賚9時～17時30分（土・日・祝は～18時） 
贊無休　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分
http://www.nanohana.co.jp/

0460-85-8818
福久や 九頭龍餅

ふんわり上品な甘さと、もちもちとした食感が人気の九頭龍餅。国
産素材にこだわり、北海道産北海大納言小豆、佐賀産ヒヨクモチの
餅粉などを使用して、店内の工房で丁寧に仕上げている。縁起のよ
いお土産としても。源泉かけ流しの足湯（200円）と一緒に、ソフ
トクリーム（バニラ400円、抹茶・MIX各450円）も楽しみたい。

メニュー／
九頭龍餅 5個入 600円　
箱根のお月さま 8個入 920円　
ソフトクリーム 400円～

個包装されているので、手土産にぴったり
（上）。街歩きのお供にぜひ（下）。

縁結びの願いを込めた創作和菓子

「箱根のお月さま。」
（下）。飽和蒸気で
蒸し上げるできた
てが美味（上左）。
人気の「ご黒うさ
ん。」（上右）。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本705
賚8時30分～17時30分（土・日・祝
は～18時） 贊無休 箱根登山鉄道箱
根湯本駅から徒歩1分
http://www.nanohana.co.jp/

0460-85-7737

箱根湯本／MAP P50 ②

まんじゅう屋

菜の花

メニュー／
箱根のお月さま 8個入 920円  
月のうさぎ  8個入 1,850円
小田原うさぎ 5個入 1,200円
ご黒うさん   8個入 1,000円

「菜の花」は明治38年（1905）年に菓子卸「光
栄堂」として創業。以来、4代にわたり上質
な和菓子を作り続ける。黒糖と竹炭を練り込
んだ艶やかな漆黒の「ご黒うさん。」は、もっ
ちりとした歯ごたえと濃厚なゴマあんが絶妙
な一品。また、「箱根のお月さま。」は沖縄の
黒糖を使った薄皮のまんじゅう。海塩入りの
こしあんが入っており、箱根の銘菓として知
られる。箱根湯本駅温泉街口すぐの店舗で、
アツアツ蒸したてを買うことができる。

明治 38 年創業の老舗の味わい
厳選素材の箱根銘菓

箱根 & 小田原グルメ
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※界 熱海は2019年4月より改築のため休館中。

1

渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
と
自
然
の
風
景
に

心
癒
さ
れ
る
里
山
体
験

32

「星野リゾート　界」
星野リゾートが全国に展開する日本初の温泉旅館ブランド。日
本らしさと快適性を追求した空間やサービスをご用意。旅の醍
醐味であるご当地の魅力を表現する「ご当地楽（ごとうちがく）」
のおもてなしと、滞在を通して地域の文化に触れる「ご当地部
屋」が特徴。2020年3月に16施設目となる「界 長門」が山口県・
長門温泉にオープン。

1  ロビーでは、大きなガラス窓から大迫力の自然のパノラマを望む。冬から春にかけて、刻々と表情を変える情景に
心癒される。 2  自然豊かな栃木県ではジビエが冬の名物。猪肉を味噌とともに煮込んだ絶品鍋をご賞味あれ。1泊2食
付1名23,000円＋税～ 3  かつて里山に多く見られた水車小屋を敷地内に再現。田んぼに水を汲み上げたり、穀物の脱
穀をしたり、石臼を回したり、動力として使われていた水車小屋の仕組みを見学することができる。

星
野
リ
ゾ
ー
ト

　
界
に
憩
う
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4

5

6

　

全
国
16
カ
所
に
あ
る
星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
温

泉
旅
館
ブ
ラ
ン
ド「
界
」。
日
光
・
鬼
怒
川
温

泉
か
ら
車
で
お
よ
そ
15
分
、
里
山
の
風
景

に
囲
ま
れ
た
温
泉
宿
、
界 

川
治
が
現
れ
る
。

武
家
屋
敷
を
お
も
わ
せ
る
ど
っ
し
り
し
た
長

屋
門
を
く
ぐ
る
と
、
渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
と
水

車
が
耳
に
心
地
よ
い
。
こ
の
地
に
湧
く
川
治

温
泉
は
幕
末
に
活
躍
し
た
新
選
組
の
土
方
歳

三
が
宇
都
宮
の
弾
傷
を
治
す
た
め
湯
に
浸
か

り
、
会
津
に
出
か
け
た
と
い
う
逸
話
も
残
る

名
湯
だ
。
檜
造
り
の
ゆ
っ
た
り
し
た
内
風
呂

と
、
ひ
ょ
う
た
ん
ラ
イ
ト
が
灯
さ
れ
た
露
天

風
呂
が
周
囲
の
自
然
と
調
和
を
奏
で
、
凝
り

固
ま
っ
た
体
を
と
き
ほ
ぐ
す
。　

　

　

土
地
に
根
ざ
し
た
お
も
て
な
し
を
提
供
す

る
界 

川
治
で
は
里
山
の
知
恵
に
触
れ
る
体

験
が
で
き
る
。
手
挽
き
の
石
臼
を
使
っ
て
の

き
な
粉
作
り
や
烏
山
和
紙
の
手
漉
き
体
験
、

地
域
の
風
習
に
習
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
季
節
に

応
じ
て
開
催
さ
れ
、
親
子
3
世
代
に
わ
た
っ

て
楽
し
め
る
と
好
評
だ
。
夕
食
は
郷
土
食
豊

か
な
メ
ニ
ュ
ー
が
目
白
押
し
。
こ
の
時
期
は

和
牛
と
猪
の
味
噌
土
手
鍋
会
席
が
お
す
す
め

だ
。
牛
肉
と
猪
肉
の
鍋
は
味
噌
の
香
ば
し
さ

が
食
欲
を
そ
そ
り
、滋
味
溢
れ
る
一
品
。名
湯

と
美
食
で
満
た
さ
れ
た
あ
と
は
客
室
の「
ご

ろ
ん
と
ソ
フ
ァ
」に
寝
転
ん
で
、漆
黒
の
闇
に

響
く
渓
流
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
澄
ま
せ
、
至

福
の
時
を
か
み
し
め
た
い
。

歴
史
あ
る
名
湯
と
、

土
地
に
根
ざ
し
た
も
て
な
し

4  川治温泉は「傷は川治、火傷は滝」と言われるほ
ど、傷の早期回復に効果がある。界 川治の露天風
呂には益子在住の作家の手による「ひょうたんラン
プ」が幻想的にゆらめく。これは栃木県に伝わる伝
統工芸「ふくべ細工」をアレンジしたもの。 5  石臼
で大豆を挽き、保存食を作っていた昔の里山の暮
らしを体験。 6  渓流に面した客室では「ごろんと
ソファ」に横になって、四季折々の山の景色を眺め
ながら、男鹿川の渓流に耳を傾けて。

4月25日から5月6日まで「節句を祝
う家族旅」として「端午の森の落人節
句滞在」を開催。日光に残る「平家の
落人伝説」に基づいて、鯉のぼりを
空に上げず、森に泳がせて子供の立
身出世を願う。館内で上演される紙
芝居と合わせて親子三代で楽しみた
い。料金不要

期間限定！ 節句を祝う家族旅

 0570-073-011
栃木県日光市川冶温泉川冶22番地
野岩鉄道会津鬼怒川線
川冶湯元駅下車・送迎（定期運行）約5分
https://kai-ryokan.jp/kawaji/
 P.00 ②

星野リゾート　界 川治

（界 予約センター）
1泊2食付（2名1室利用時の1名）
20,000円＋税～

宿泊料金
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第
53
回

のカギ横

の
カ
ギ

縦

二
重
枠
に
入
っ
た
文
字
を

A
〜
F
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
ょ
う
？

懸賞
問題

パズル制作：ニコリ

冬
号（
第
52
回
）の
答
え

ハガキに「第53回の答え」と､住所･氏名･年齢･職業･電話
番号を記入し､本号の感想をお書き添えの上､下記までご
郵送ください。締め切りは2020年6月5日貊消印有効。

宛先
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F
　ミスモ箱根編集部「クロスワードパズル第53回」係

賞品
正解者の中から抽選で1名様に
をお贈りします。解答は次号にて発表いたします。
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※ ミスモ箱根のクロスワードパズルにご応募いただいた個人
情報は旅行券の発送および、個人を特定しない統計的資料
作成のみに使用いたします。

応募方法
10,000円分の旅行券

 1  神奈川県と静岡県の境にある、海抜759ｍの 
○○○○峠

 2 障子紙が貼られる枠
 3 文章のところどころを飛び飛びに
 4 くしゃくしゃにした紙につく
 5 十二星座占いで、いて座とみずがめ座の間
 6 箱根スカイラインで楽しむ人も多い
 9 東京から小田原○○○で箱根へ向かう
 11 ブドウ○○　麦芽○○　グラニュー○○
 13 ウールともいう
 15 からまわり
 16 言葉がたくさん載っている
 19  箱根○○○○○は、駒ヶ岳山頂にある古来からの 

山岳信仰の霊場
 20  芦ノ湖南岸にある○○○○神社は、古くは荒湯 

○○○○権現とも呼ばれた
 21 品種改良により○○○的に作り出した種
 22 水を得た○○のよう
 23 今年度の残金は、次年度への○○○○金とする
 25 イワシのヒモノが連なったもの
 28 分○○　鳥○○　偶蹄○○
 30 粋の反対

1　

 

箱
根
湯
本
駅
か
ら
徒
歩
約
10
分
、
早
川
に
架
か
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ア
ー
チ
橋
。
す
ぐ
下
流
に
架
か
る
の
は
湯
本
橋

5　

 

１
○
○
○
は
3
フ
ィ
ー
ト
、す
な
わ
ち
91
・
44
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

7　

○
○
○
指
導
の
先
生
に
進
学
を
勧
め
ら
れ
た

8　

何
本
か
の
細
い
緑
の
葉
に
分
か
れ
た
ネ
ギ

10　

○
○
鋸　

○
○
電
話　

○
○
巻

12　

 

阿
仏
尼
の
書
い
た
鎌
倉
時
代
の
日
記
文
学『
○
○
○
○
日
記
』に

は
、
湯
坂
山
越
え
の
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る

14　

冬
に
は
丸
裸
。
春
を
迎
え
る
と
芽
吹
い
て
枝
が
緑
に
覆
わ
れ
る

17　

す
れ
て
い
な
い

18　

日
本
を
取
り
囲
ん
で
い
る

19　

ピ
ー
チ
と
も
い
う

20　

腕
を
保
護
す
る
剣
道
の
防
具

21　

決
ま
り
文
句
の
こ
と

24　

う
れ
し
さ
で
○
○
○
○
の
笑
み
を
浮
か
べ
る

26　

両
名
と
も
に
甲
○
○
つ
け
が
た
い

27　

登
山
に
使
う
ロ
ー
プ

29　

住
め
ば
○
○
○

31　

ク
ラ
ー
ク
博
士
が
少
年
に「
抱
け
」と
い
っ
た
も
の

32　

一
晩
く
ら
い
の
短
い
間
だ
け
で
作
っ
た
ヒ
モ
ノ

イ
チ
ヤ
ト
ウ
ジ（
一
夜
湯
治
）
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46

i n fo rmat ion

箱根ロープウェイ大涌谷駅2階のレス
トラン。「特製」大涌谷カレーは、ひき肉
とタマネギがたっぷり入り、スパイシー
で深みのある本格派。トッピングの温
泉卵と相性も抜群。大涌谷の噴煙やダ
イナミックな風景とともに楽しめる。

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1251 賚10時30分～
16時30分、12月～1月は～15時30分（L.O.営業終了30
分前） 贊無休  http://www.hakoneropeway.co.jp/

大涌谷 駅食堂
蕁0460-84-4650

絶景レストランの名物カレー

小田原名物の海鮮料理はもちろん、寿
司やてんぷら、ステーキなど、職人が
丁寧に仕上げる絶品料理が味わえる。
写真はカサゴの唐揚げ（1,580円＋税）。
「本誌を見た」で、食後にコーヒーor自
家製ジュースサービス（6月末まで）。

神奈川県小田原市栄町2-1-29 賚11時～23時
（L.O.22時30分） 贊無休 
http://irifune-group.com/

寿司・海鮮料理 入船 小田原駅前店

蕁0465-24-3400

小田原駅前。寿司・海鮮が美味

厳選した魚を手作業で仕上げる大正元
年創業の干物店。「新・焼いてあります
セット」（3,800円＋税・送料込み）は、
炭火で焼き真空パックにした人気商品。
電子レンジで温めるだけで風味も味わ
いも楽しめる。大切な方への贈り物に。

神奈川県小田原市浜町3-8-4 賚9時～17時 
贊無休 http://www.hayasenohimono.com

早瀬のひもの　早瀬幸八商店
蕁0120-014-887

贈答は風味豊かな高品質干物
小田原箱根商工会議所、行政、企業、
団体、町民による箱根登山鉄道や沿線
の環境整備をサポートする取り組みが
始動。復興に向け募金活動、チャリ
ティーイベント・キャンペーン、清掃
活動、植樹支援を実施する。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本211-1
https://www.hakonesuki.com/

はこねすきプロジェクト
蕁0460-85-6245

“はこねすきプロジェクト”始動

箱根復興を応援する「箱根周遊ドライ
ブプラン2020-2」。高速道路周遊パ
ス（高速道路割引）にターンパイクの片
道通行券、お買い物券、特典が付いて
お得。スマホなどから事前申し込みが
必要。「速旅　箱根」で検索を。

神奈川県小田原市早川2-22-1
賚5時30分～22時30分（最終入場22時） 

アネスト岩田 
ターンパイク箱根
蕁0465-23-0385

お得ドライブで箱根を応援！

道路料金が最大で約40％引きの「箱
根海賊船と高速道路ドライブプラン」。
高速道路周遊パス＋箱根海賊船の往復
乗船券（2名分）＋飲食・土産の利用券
（2,000円）がセットでお得に！車と
船で箱根の旅を楽しもう。HPで販売。

https://www.hakone-kankosen.co.jp/

箱根海賊船
蕁0460-83-7722

高速道路と海賊船がお得

里山の風趣とともに良湯を楽しめる
日帰り温泉施設。食事処「囲炉裏茶寮 
八里」では、5/31㈰まで「春の囲炉裏
コース」4,000円を味わえる。姫竹の
子、マコモ茸などを囲炉炭火焼きで。
箱根湯本駅から無料送迎バスあり。

神奈川県足柄下郡箱根町塔之澤4 賚平日11
時～21時（L.O.20時）、土・日・祝11時～22時
（L.O.21時） ※食事のみの利用可 贊無休 

箱根湯寮 囲炉裏茶寮 八里
蕁0460-85-8411

温泉と囲炉裏料理を楽しむ
小田原北條五代祭りは、約100年に
わたり小田原を居城に関東を治めた北
条家をしのぶ小田原市最大の祭り。今
年も5/3㈷開催。武者隊を中心に総勢
約1,800人のパレードが中心市街地
を練り歩く様は圧巻。詳細はHPを。

神奈川県小田原市城内1-21
（小田原商工会館内）
http://www.odawara-kankou.com

小田原市観光協会
蕁0465-22-5002

第56回小田原北條五代祭り
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「箱根フリーパス×強羅温泉 トクトク
キャンペーン」を実施。強羅エリアの
対象日帰り温泉10カ所、飲食店や土
産店30店以上の割引や特典付き。対
象は6/14㈰まで有効の箱根フリーパ
ス。通常の優待割引との併用不可。

賚10時～16時
http://goura-kanko.jp/

箱根強羅観光協会
蕁0460-82-1516（強羅駅前案内所）

強羅のお得なキャンペーン

塔之沢の絶景の宿。優雅な客室、湯量
豊富な温泉、彩り豊かな旬の会席料理
が評判。毎朝オーナー自らが丹精込め
て打つ十割そばも提供され、宿泊者限
定のそば打ち教室も人気（1人7,000
円・2人まで、所要90分、要予約）。

神奈川県足柄下郡箱根町塔之澤92
http://www.shiunso.co.jp/

鶴井の宿 紫雲荘
蕁0460-85-8511

人気の宿でそば打ち体験
強羅公園内、噴水池横にある八角形の
白い洋館。3/1㈰～4/26㈰春の味覚
を堪能できる「桜アフタヌーンティー」
が登場。桜紅茶、桜餅とケーキ2種、桜
プリン、サンドイッチは4種類からセレ
クト。1日限定15セット。2,310円～。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300（箱根強羅
公園内・入園料別途） 賚10時～17時（L.O.16時
15分） ※～5/6㈷は11時～17時 贊無休  
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蕁0460-83-8840

桜アフタヌーンティーが登場

伊豆観光には、高速道路乗り放題と共
通宿泊商品券がセットになったプラン
がお得。共通宿泊商品券は、休暇村南
伊豆や修善寺温泉、天城湯ヶ島温泉、
中伊豆の提携施設で利用できる。詳細
や申し込みはHPから。

NEXCO中日本
https://hayatabi.c-nexco.co.jp/

伊豆へのお得なドライブ旅行

箱根町の「町の木」山桜としだれ桜をイ
メージした2本のクリスタルガラスツ
リーが登場。桜の花と葉を表現したピ
ンクとグリーンのクリスタルガラス合
計88,000粒が美しく輝く。ひと足早く
箱根の春を感じて。５/24㈰まで展示。

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原940-48 賚10
時～17時30分（L.O.17時） 贊毎年成人の日の翌
日から11日間

箱根ガラスの森美術館
蕁0460-86-3111

クリスタルガラスの桜が登場
自然豊かな箱根の高台に佇む「箱根の
森おかだ」は、清潔感のある心地よい
部屋をリーズナブルな料金で利用でき
る。露天風呂をはじめ、さまざまな
温泉施設がある“湯の里おかだ”が隣接
し、直接移動で楽しめるのもうれしい。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋191
https://www.hakonenomori-okada.jp/

箱根の森 おかだ
蕁0460-85-6711

緑に囲まれ、ひっそり佇む宿

小田原の水産業を盛り上げる祭りが、
今年も開催。新鮮な地魚、干物やかま
ぼこの販売のほか、浜のおかみさんに
よる漁師飯や、飲食店による地魚料理
が楽しめる。特選海鮮セットが当たる
アンケートや活魚すくいなどもある。

日時／4/26㈰9時～14時
会場／小田原漁港・水産市場1F（JR早川駅か
ら徒歩6分）

小田原あじ・地魚まつり
実行委員会事務局
蕁0465-22-9227（小田原市水産海浜課内）

小田原あじ・地魚まつり2020
新鮮な地魚や旬の魚介を冷燻製法で仕
上げ、旨みを凝縮した商品が人気の店。
スモーキーな燻製の香りが料理をより
引き立たせると評判の燻し醤油（800
円+税）もおすすめ。これからの時季、
お土産や贈答用にもぜひ。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本71-5
賚11時～17時 贊水・木曜 猾あり
http://kunsei-zen.com/

燻製工房 然
蕁0460-85-5110

話題の燻し醤油が登場
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箱根周辺広域①
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箱根湯本②

強羅･宮ノ下･大平台③
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仙石原④
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元箱根･箱根町⑤
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小田原⑥
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美しい庭園で
サンドイッチ料理を
四季折々の花が咲く美しい強羅公園内、噴水池横に
ある八角形の白い洋館で本格的なサンドイッチ料理
を。お好きなサンドイッチとドリンクを1品ずつプ
レゼント。入園券（大人550円）付き。

箱根強羅公園  一
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蘂0460-83-8840
https://www.hakone-tozan.co.jp/gorapark/

ランチチケット＋入園券
4名
様

2組

絶景のロケーションを
誇る美食の宿
芦ノ湖畔に佇むクラシカルなムード漂う本格リゾー
トホテル。四季折々の花や富士山を望むことができ
る。ゆとりあるスペースと眺めにこだわったレスト
ランで、季節の食材を使用した極上の料理を。

小田急　山のホテル 
蘂0460-83-6321
https://www.hakone-hoteldeyama.jp/

1泊2食付き　平日宿泊券
2名
様

1組

大自然のパワーと、
癒しのセラピーを
箱根屈指の人気宿で、癒しのひとときを。ウォータ
ーガーデンの向こうの雄大な自然、源泉から湧き出
る大地の力で五感を解き放ち、セラピストの技によ
って体のバランスを整え、美と健康をめざそう。

箱根吟遊 
蘂0460-82-3355
http://www.hakoneginyu.co.jp

リフレクソロジー
（60分コース・1名10,000円相当）

2名
様

1組
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